
粉塵回収効率の定義 

EV  =  Ce / CI      

CI   :   室内の汚染質濃度 

Ce :   排気空気の汚染質濃度 

従来方式 

粉塵回収効率 

0.8～1.0 

換気方式 粉塵回収効率 換気方式 

「プラチナエア」 

0.0～0.1 

Mixing ventilation 

ts Ce 

ti       Ci ti        Ci 
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従来方式と「プラチナエア」との効率差  0.9/0.1 

きれいな空気 

空気は動いてくれない（２） 
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吸着・溶解・
洗浄 

(特許出願済) 

 プラチナエア ノンフイルターと従来方式の違い 

７ 

・フィルターに汚れが溜まり汚い 
空気が室内に滞留します。 

・フィルターに菌、ウイルス、ホコリ 
が増殖・堆積している。 

 (室内に流れている) 

・一坪くらいの効果しかない。 

・汚染物質（菌、ウイルス、ホコリ）を 
速やかに排出するので、室内には 
おいしい空気が漂います。 

・部屋全体の浄化が出来ます。 

・部屋の隅々まで微細水が拡散 
します。 



「すいえんくん」の特徴 － 1台4役の力 － 

８ 



「プラチナエア」 





現状システム 

高
い 

温度 

低い 

・空間全域が浄化されない 
・完全混合されない 
・汚染物質は停滞域に浮遊する 
・上昇気流により、汚染物質は上部に停滞する。 
 

・上下温度差、約２５％位ロス、１℃当り約５％ロス。 
・換気に伴う、冷暖房エネルギーが１／２を占める 
 (臭い・汚染物質の除去に必要) 

空気は動いてくれない 

空調エネルギーの無駄が多い 

臭い、ウイルス、微小粒子、CO2、エチレン等は除去不可 

個別空気浄化装置も同様 

フィルター方式 
・病原菌の巣窟であり風と共に室内に流入される。 
・フィルター内部で菌などの繁殖環境を提供している 
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 Clean Air 

プラチナ・エアシステム 

・ウイルス・真菌・セシウム・PM2.5・CO,CO2直接吸着・ 
 臭い(NH4)・抗がん剤等のナノ粒子に高い効果！！ 
 
①空間全域の急速浄化(ナノ微細水はマッハ２で 
   空間全域に充満、塵埃とイオン化結合し回収装置 
      へ) 
②ノンドラフトクリーンシステム(フィルター方式とは違 
     いナノ粒子が室内空間を移動する) 
      室内風速⇒５㎜／sec 
③ノンフィルター方式  (回収装置に汚染空気を加圧 
     溶解し、塵埃をドレン水として排水、特殊隔板を 
     流過し清浄空気を室内へ) 
④空調・省エネルギー効果 ・上下温度差の解消・ 
     ナノ粒子・テラヘルツ冷却・蒸発潜熱冷却、併せて 
      △３０％～５０％節電。 
⑤結露一切なし(例えば湿度99％、温度４～３０℃の 
     状態でも一切曇らず、 床・壁・天井すべてが結露 
      しない) 

③埃、ウイルス等が吸着凝集し速や 
     かに落下します、空間は密度差が 
     平均化し、空気の境界線が無くな 
     ります。 
   流れがスムースになり速やかに回 
     収装置に吸収される。 

①水の超微細粒子が室内に充満し、 
    分子拡散によって部屋の隅々ま 
  で行き渡ります。エアポケット が 
    出来ません。 

  

②部屋の隅々まで行き渡った
水 
     の超微細粒子が浮遊してい
る 
     埃と菌を速やかに吸着しま
す。 
     (ファンデルワールス力や静
電 
     気付着力、液架橋力によっ
て 
     おこります) 

④適正な温湿度を保つので、ウイ 
     ルスや細菌の感染予防になり
ま 
    す。 
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